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１．北洋銀行のサステナビリティ体制
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全体像

 北海道の価値を最大限高めるパートナーを目指し、2020年3月に経営理念を改定。

 2021年5月には、地域社会・環境の持続的発展に貢献するとともに、当行グループの中長期的な

企業価値向上、持続的経営の実現に向け「サステナビリティ方針」を策定。

経営理念

中期経営計画

行動規範

サステナビリティ方針
• ESG取組方針
• SDGsに係る重点取組テーマ
• 環境・社会に配慮した投融資方針

お客さま本位を徹底し、
多様な課題の解決に取り組み、
北海道の明日をきりひらく

北洋銀行グループは「経営理念」と「行動
規範」に基づく企業活動を通じて、当行グ
ループを支えていただいている全てのス
テークホルダーと地域社会・環境の持続的
発展に貢献するとともに、当行グループの
中長期的な企業価値の向上と持続的経営の
実現に努めます。
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サステナビリティ方針①

 サステナビリティ方針を掲げた上で「ESG取組方針」「SDGsに係る重点取組テーマ」「環境・社会

に配慮した投融資方針」を策定。

 ESG取組方針では地域の課題やニーズを把握した上で課題解決に取り組むこととしている。

ESG取組方針

【環境方針】
• 美しく豊かな自然環境を維持し次世代へ継承していくことは、我々の責務であり、持続可能

な地域社会の実現に不可欠であるとの認識のもと、事業活動を通じて環境負荷低減に貢献す
るとともに、生物多様性保全など地域が抱える環境課題の解決に取り組んでまいります。
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【社会貢献方針】
• 当行は、地域金融機関として北海道経済の持続的成長に寄与することを責務と考え、金融仲

介機能の円滑な発揮や多様なソリューションの提供に努めるとともに、様々なステークホル
ダー（利害関係者）が抱える社会的課題の解決に取り組んでまいります。

【ガバナンス方針】
• 様々なステークホルダーと確固たる信頼関係を構築し、より実効的なコーポレートガバナン

スを追求していくため、独立社外役員の活用等による公正性・透明性の向上、ならびにコン
プライアンス態勢のさらなる強化に取り組んでまいります。
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サステナビリティ方針②

 重点取組テーマとして、お客さまとの共通価値の創造や、環境保全等への取組みを推進。

 2022年12月には環境・社会に配慮した投融資方針を策定し、北海道経済の成長に資する分野への

積極的な投融資を表明。

SDGsに係る重点取組テーマ

【環境保全】
• 自行の環境負荷低減
• 多様な金融商品を活用した環境に
配慮する企業、環境成長分野への
サポート

【お客さまとの共通価値の創造】
• 事業性理解(事業性評価)に基づく
多様なソリューションの提供

• 食・観光分野およびモノづくり
への支援

【教育文化】

【医療福祉】

【ダイバーシティ】
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環境・社会に配慮した投融資方針

【ポジティブな影響を与える事業への取組方針】
以下に例示する事業等に対しては、北海道

経済の成長に結びつくよう積極的に投融資

• 環境保全や気候変動対応など環境課題の
解決に資する事業

• 地域経済の持続的発展に資する事業
• 医療・福祉・教育・ダイバーシティの充実
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TCFD賛同

 2021年5月に「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」提言への賛同を表明。

 ポジティブインパクトの増大として環境関連投融資の実行目標額を設定。

 また、ネガティブインパクトの緩和として自行のカーボンニュートラルを宣言。

弊行の取組み

当行のCO2排出量を2030年度までに
2013年度比50%削減し、2050年
カーボンニュートラルの実現を目指す

脱炭素社会への移行を支援する
「環境関連投融資」の実行目標額を
5,000億円に設定
(2021～2030年度の10年間)
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推進体制

営業店

サステナビリティ委員会

本部

取締役会

代表取締役頭取

成長戦略企画室

経営会議

サステナビリティ推進室ソリューション部

 2021年6月に頭取を委員長とする組織を設置
 サステナビリティ方針に基づく活動の

企画・推進・管理を実施

 弊行におけるサステナビリティの
取組みに関する企画・推進・管理
を実施

 お客さまのGXに関する支援を実施
(SDGs/脱炭素コンサルティング、サステナブル
ファイナンス、など)

 事業性理解、ストラクチャードファイナンス、ビジネス
マッチング、事業承継支援等

 2023年3月1日に頭取直轄の組織を設置
 GXを起点とした北海道全体の成長に向け、

組織横断的な取組みを企画・推進
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成長戦略企画室

成長戦略企画室が北海道の「観光」「食」「GX」における新たな価値を創出

行政等との連携窓口となり、
GXを起点とした横断的な
取組みを企画・推進

国

北海道

札幌市

他金融機関

経済団体等

地方自治体

エネルギー関連企業

成長戦略企画室

連携 新たな価値創出

その他企業・個人

再エネインフラ誘致

地域施策連携

企業間施策連携

ZEH・ZEBの
推進支援

GX人材育成
・教育支援

投融資支援
スキーム構築



２．お客さま支援の全体像
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北洋銀行が実践するESG地域金融

 従来の事業性理解に加え、「ESGの評価(非財務項目)」にも着目。

 事業性理解に基づき本業支援(ファイナンス・ソリューション)を行い、お客さまのサステナビリ

ティ経営の実現を支援し、北海道経済の発展＝“地域のサステナビリティ実現”に貢献する。

事業性理解に基づく本業支援

本業支援による付加価値の提供
(機会の最大化/リスクの最小化)

過去

財務項目

非財務項目

現在 未来

従来の事業性理解

【事業性理解】
ファイナンス

サステナブル
ファイナンス

例
ストラクチャード
ファイナンス

ソリューション

SDGs
コンサルティング

例
脱炭素

コンサルティング

【本業支援】

ESGの評価
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環境省のESG地域金融促進事業に対する取組み

 持続可能な食産業に向けて、 2021年にESG地域金融促進事業に取り組む。

 酪農・乳業におけるサプライチェーン全体のESG課題を特定しソリューション提供を実施。

 2022年には食品製造業と家畜飼料製造業のマッチングを実施し、基幹産業の課題解決を支援。

出典：環境省「ESG地域金融実践ガイド 2021年度支援先事例」より北洋銀行作成

概要 ESG地域金融促進事業取組み後の支援

 主要産業である食品産業のサプライチェーンの
全体像を理解し課題を特定。

 事業性理解をふまえた金融支援、ビジネスマッ
チング、自治体と連携した支援策を展開。

事例：食品残さを活用した地域課題解決

 食品製造工場から発生する残さから、家畜用飼
料を製造するためのビジネスマッチングを実施。

 基幹産業である酪農産業の課題解決(脱炭素・
サーキュラーエコノミー等)を支援。

第四北越銀行 千葉銀行 北洋銀行

【米菓産業】
米菓メーカー
包装材メーカー

【食品加工業】
製粉事業者
肉加工事業者
包装材メーカー

【酪農・乳業】
酪農家
ＪＡ
乳製品メーカー
自治体

▲商談会の様子
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産学官金連携

出典：北洋銀行HP、北洋銀行統合報告書 2021年より北洋銀行作成

産業界連携
・脱炭素経営セミナーの開催
（2022年2月14日）

学術機関連携
①北海道大学での金融教育
（2022年2月14日）

②SDGs教育支援プロジェクト
（2022年12月21日）

官公庁連携
・北海道とのSDGs連携覚書締結
（2021年3月29日）



３．個別のお客さまへのご支援内容
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サステナビリティ関連プロダクト

 お客さまのESG/SDGs経営への関心度合に応じてプロダクトを用意。

 何れの商品も、お客さまとの深い対話＝“エンゲージメント”を通じ、お客さまの持続性（サステナ

ビリティ）の向上を目的としている。

＜国際原則準拠型＞
GL,SoL,SuL
SLL,PIF

SDGsコンサルティング
脱炭素コンサルティング

SDGs宣言サポート

大企業

中堅
企業

北洋銀行サポートメニュー

ほくようサステナブルファイナンスほくようサステナブル
経営支援サービス

SDGs
経営の
高度化

SDGs経営の
表明

SDGs経営の
実践

お客さまのESG/SDGs経営への関心

サステナブル
経営支援ローン

SDGs
スタートローン

北洋SDGs
推進ファンド

融資・社債 出資

ほ
く
よ
う
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ロ
ー
ン

評
価
書
付
き
融
資
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SDGs宣言サポート

 2021年5月に開始。お客さまに対し、SDGs経営の第一歩を踏み出すきっかけをご提供。

 500を超えるお客さまにお申し込みをいただく。

概要

1. 現状分析

• 簡易診断で現状の取組状況を整理

2. SDGs宣言書を策定支援

• 取組事項をSDGsゴールと紐づけし、
社内の意識醸成や対外的なツール
として活用

3. 対外PR

• 当行HPや記者クラブへの投げ込みに
よるPR支援
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SDGsコンサルティング

 2022年4月に開始。お客さまのSDGs経営の実践をご支援。プロジェクトメンバーを選定いただき、

当行がファシリテーターとなり、 約6ヶ月かけてSDGs事業計画書の策定を行う。

概要

1. SDGsの勉強会

• プロジェクトメンバーに対しSDGsの
取り組み意義等を説明

2. 重要課題/目標の決定し経営へ統合

• 事業とSDGsとの関係性を整理し、
重要課題を決定

• 重要課題に対する目標を設定
• 社内定着への具体的な取り組みを検討

3. 報告とコミュニケーション

• サステナビリティ経営方針の策定支援
• 進捗状況の報告と取り組みの公表
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脱炭素コンサルティング

 2023年1月に開始。お客さまの脱炭素経営をご支援。

 食関連分野の企業に対し、ブランド価値を高めるべく脱炭素の取組みを提案中。

取組事例

事例2：物流施設に対する脱炭素提案

• 北海道の食材を取扱う大型物流施設に対し、専
門人材を活用した物流・脱炭素コンサルティン
グおよび設備投資を提案中。

• お客さまのSXをすすめ、北海道の「食」を世界
に発信する支援を行う。

事例１：菓子製造業に対する脱炭素提案

• 北海道を代表する菓子製造事業者に対する脱炭
素コンサルティングを提案中。

• 温室効果ガス排出量算定、商品のLCA分析を実
施し、ブランドに付加価値をつける支援を行う。

概要

1. 現状分析

• 算定に必要なデータを収集し、温室効果
ガスの排出量を把握

2. 戦略策定・実行

• GHG排出量算定を踏まえた目標設定、
削減策の検討・実施

• 気候変動によるリスク・対応策を検
討・実施

3. 情報開示・対外PR

• 情報開示を行い、企業イメージの向上、
ビジネス機会を創出を支援
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ほくようサステナブルローン

 2021年7月に開始。ESG要素を考慮した、持続可能な経済活動やプロジェクトへの融資。

 ESGウォッシュを排除しつつ、幅広いお客さまへ金融面から環境保全や社会課題の解決

に貢献することを目的とする。

概要
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ほくようサステナブルローンの事例①

当行のHPへの掲載(抜粋) 評価書(抜粋) 全10頁

 本事例では、廃漁網から自動車部品等の材料を精製するマテリアルリサイクルに対する設備投資に対し、GLをご利用。

 GLでは、対象設備が環境に良いこと及び設備投資を行うことによる具体的な環境改善効果をPRすることができる。

出典：北洋銀行HP、格付投資情報センター様HPより北洋銀行作成

グリーンローン（GL） 株式会社鈴木商会様
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ほくようサステナブルローンの事例②

サステナビリティ・リンク・ローン（SLL） 會澤高圧コンクリート株式会社様

 本事例では、野心的なESG関連目標(SPT)を環境配慮型製品「Basilisk」の製造量の増加とし、SLLを利用。

 SLLでは、ESG目標への注力によるサステナブル経営の高度化及び脱炭素への取り組みや自社製品のPR等に繋がる。

当行のHPへの掲載(抜粋) 評価書(抜粋) 全8頁

出典：北洋銀行HP、格付投資情報センター様HPより北洋銀行作成
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ほくようサステナブルローンの事例③

ポジティブインパクトファイナンス（PIF） 株式会社土屋ホールディングス様

 本事例では、事業を通じた社会課題への対応として最高水準の省エネ住宅の提供等をインパクトとし、PIFを利用。

 PIFでは、環境・社会・経済の観点で包括的な評価が受けられ、関連目標に注力することで企業価値の向上に繋がる。

当行のHPへの掲載(抜粋) 評価書(抜粋) 全30頁

出典：北洋銀行HP



ご清聴ありがとうございました

“ESG・SDGs・サステナビリティに困ったら北洋銀行に相談しよう”

と思ってもらえるパートナーを目指します


